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研究成果の概要（和文）：10代出産母子世帯は、妊娠・出産時からすでに経済的な課題を抱えており、実家から
の援助を受けて生活していた。彼女たちは、今の暮らしに満足しているが、自立できていないし、自立の見通し
が立っていない。彼女たちが頼りにしている家族に変化が起きると、彼女たちの生活や子育ては危機的な状況に
陥ると考えられる。10代出産母子世帯に対して、妊娠期から衣食住をはじめ生活支援、将来自立するための教育
的支援、職業支援など総合的に支援が必要である。

研究成果の概要（英文）：Single Mothers Who Gave Birth in Her Teens are still having economic 
problems from pregnancy and childbirth and are helped from their families. Half of them live in 
comfort now, but they haven't become independent in their daily life and having no hope for the 
future. If a problem occurs in their families, they may lead to crises in their life and childcare. 
Then I think to need while supporting, such as life support (food, clothing and housing, and so on),
 education support and career support to promote independence from pregnancy.

研究分野：児童福祉学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「10代出産」と「母子世帯」という２つの要因を合わせ持つ「10代出産母子世帯」について、日米の現状および
福祉的支援の状況を明らかにした。10代で出産した母子世帯および10代で出産した寡婦世帯に対して個別インタ
ビュー調査(日本・アメリカ）、グループインタビュー調査(アメリカ）、アンケート調査(日本）をおこなっ
た。10代で出産した母子世帯の支援者に対してインタビュー調査を行った(日本・アメリカ)。この研究により10
代出産母子世帯の課題が明らかとなり、支援についての提案ができた。



１．研究開始当初の背景 

わが国における 10 代の出産は 2012 年で年間 12,770 件、出生数全体に占める割合の 1.23％で
あった。婚姻年齢の上昇、出産年齢の上昇という社会状況にあっても、その数は過去 30 年一定
数を保っている。若年妊娠女性の出産は、 わが国の出生数から考えると少数であり， 医学的な
課題は少なくなってきている。 しかし、急増する児童虐待における、子どもの死亡事例におい
て、そのリスク要因として若年妊娠(10 代妊娠)が挙げられ、若年妊娠女性の妊娠出産、子育ては
深刻な課題を抱え、決して放置されていいものではない。 また、近年では、日本のひとり親家
庭の子どもの２人に一人が貧困状態であると報告されている。子どもの貧困は社会的な課題と
認識され、「子どもの貧困対策の推進に関する法律」（2013 年）が成立し、「子どもの貧困対策に
関する大綱」（2014 年）（以下、「大綱」）が出されている。「大綱」では、ひとり親世帯の親への
支援の就労支援、子どもへの支援の学業の支援が掲げられていた。 

このような子どもや子育てをめぐる困難な環境に対して、児童福祉分野、母子保健分野、教育分
野においても支援が国内でも始まっているが、課題に対して対処療法的に支援が行われている
状況である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、「10 代出産」と「母子世帯」という２つの要因を合わせ持つ「10 代で出産した母子
世帯」と「10 代で出産した寡婦世帯」について、日米の現状および福祉的支援の状況を明らか
にし、10 代で出産したシングルマザーへの支援に寄与することを目的としている。 

 

３．研究の方法 

（１）10 代で出産した母子世帯の母および 10 代で出産した寡婦世帯に対して妊娠から出産に至
るまでの状況、現在の生活・子育て、子どもの頃の生活ついて、個別インタビュー調査(日本 11
人/アメリカ 10 人)・グループインタビュー調査(アメリカ 6 名)をおこなった。(日本・アメリ
カ) 
（２）10 代で出産した母子世帯に対して、子どもの頃の状況、出産時の状況、現在の生活・子育
てついて、心配ごと、経済的なこと、頼れる存在等について９市町村においてアンケート調査を
実施した。(日本) 
（３）10 代で出産したシングルマザーの支援者に対して 10 代出産母子世帯の生活・子育て、支
援の内容、10 代出産母子世帯の抱える課題についてインタビュー調査を行った。(日本 6か所・
アメリカ 13 か所) 
 
４．研究成果 
（１）10 代出産母子世帯・寡婦世帯の状況(日本) 
① 現在の生活において「ゆっくりのんびりできているか」と現在の生活の満足感に関してクロ
ス分析すると、10 代出産母
子世帯はゆっくりできてい
るし、満足していると回答し
た人が 4 割弱いた(図１)。一
方、ゆっくりできていないし
不満であると回答した人は
2 割強いることが分かった。
10代出産母子世帯は20代以
上出産母子世帯に比べて、ゆ
っくりできていないし不満
であると回答している人が
13％少なく、10 代出産母子
世帯が他の母子世帯に比べ
て生活に関して精神的に余
裕がある状況がみられた。 
たよりになる人がいるかどうかについてみると、10 代出産母子世帯は 92.5％が頼りになる人が
いると回答し、20 代以上出産母子世帯（87.4％）より 5.1％高かった。ただ、頼りになる人がい
ることが日頃「ゆっくりできているか」、現在の生活に「満足しているか」に影響しているのか
とは必ずしも言えなかった。 
インタビュー調査においても、頼れる人がいるが、生活課題は解決している状況ではない姿が見
られた。 
② 現在の 10 代出産母子世帯の心配ごとは、「経済的なこと」（69.1％）、「子どもの将来」（25.9％）、
「自分の体調」（22.2％）となっている。10 代出産母子世帯は、「経済的なこと」については 20
代以上出産母子世帯(69.2％)と同様の傾向にあるが、20 代以上出産母子世帯と比べて、「子育て」
においては 10.1％少なく、「子どもの将来」においても 9.4％少なかった。 
また、10 代出産母子世帯が第一子出産のときの心配事としては、「経済的なこと」（70.4％）、「子
育て」（45.7％）、「仕事」（23.5％）であった。20 代以上出産母子世帯は、「経済的なこと」（53.6％）、
「子育て」（47.1％）、「仕事」（21.4％）であった。20 代以上出産母子世帯と比べると、第一子出
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産の頃、10 代出産母子世帯のほうが
15％以上「経済的なこと」を心配し
ている状況が見られた。 
また、第一子出産のときも現在も継
続して経済的な心配ごとを抱えてい
る人は半数にのぼった(図２)。母子
世帯になったことで、経済的な課題
を抱えるという状況ではなく、出産
のときにすでに経済的な課題を抱え
ている状況であったことが分かった。 
インタビュー調査において、10 代出
産シングルマザーは、結婚していな
い、出産前から子の父との交流がな
い、出産後連絡がない、養育費はも
らえないなど、子の父からの支援が
受けられていない状況であった。ま
た、10 代出産シングルマザーはアル
バイトなどによって収入が得ていた。
また、寡婦世帯においても、いくつ
かのパート・アルバイトを変わりな
がら仕事を続けている状況であった。
特に 10 代出産シングルマザーはシ
ングルマザーと親子が暮らすだけの

収入が得られていなかった。 
誰かに頼らなくては生活や子育てできない状況にあり、10 代出産シングルマザーの多くが、原
家族からの物理的、精神的支援を受けていた。 
 
③ アンケート調査で、10代
出産母子世帯の母の小学生
の頃の心配ごととして、約 4
分の一が「親のこと」を挙げ
ている(図３)。20代以上の出
産と比べても割合が高かっ
た。10代出産母子世帯とそれ
以外とで、「親のこと」を心配
していたかについて関連性
を見るためにχ2 検定を行っ
たところ、10代出産母子世帯
は 20 代以上出産母子世帯よ
り小学生の頃「親のこと」を
心配していたと解釈するこ
とができた。 
また、10代出産女性のうち小
学生の頃「親のこと」を心配
しているかどうかと、小学生
の頃「お金のこと」を心配し
ているかどうかついて連関
性を見るためにχ2検定を行ったところ、親のことを心配しているほうが「お金のこと」を心配
していたと解釈することができた。 
インタビュー調査では、子どもの頃親が多忙で不在であることが多かったこと、放任されていた
こと、経済的な問題があったことなどが語られた。 
原家族は、10 代出産シングルマザーにとって支えとなっているものの、子どもの頃からの親子
関係、実家の経済的な状況などから、10 代出産シングルマザーにとって安心できる居心地がい
い場所とは必ずしも言えない状況も見られた。 
 
④ アンケート調査では、10 代出産母子世帯は親になってあきらめたことが「ある」（23.5％）
と約 4分の一が回答し、母子世帯全体（27.1％）よりも低い結果となった。あきらめたことの具
体的な内容は「なりたい職業」、「仕事」、「学校」であった。 
インタビュー調査では、10 代出産シングルマザーは出産を機にあきらめたことがあると回答し
たものはなく、積極的に 10 代で出産するということを選択していた。子どもを育てていること
に対しては、満足し、充実感を持っている姿が見られ、シングルマザー自身のエンパワーメント
される機会となっていた。一方、10 代で出産しシングルマザーであることが子どもに嫌な思い
をさせる、させているのではないかと案じている状況が見られた。 
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（２）10 代出産シングルマザーの状況(アメリカ) 
インタビュー調査では、妊娠・出産したことによって高校を中退した人、高校に通いながら妊娠・
出産・子育てをした人、一旦高校を中断したもののその後子育てをしながら高校に通った人、現
在通っている人などがいた。高校卒業後も、アルバイトとして働く人、専門職につくために進学
した人、起業する人もいた。多様な選択肢が準備されているものの、自分の希望していた進路に
はすすめていないと回答する人が多くいた。女性が学業や社会経験、職業経験などのキャリアを
積む時期に出産を経験することによって教育や就労において不利な立場におかれるということ
がわかった。 
出産当時、実家の援助とフードバンクなど福祉的な援助を受けながら子育てをしている人がほ
とんどであった。しかし、出産後数年してからは公の福祉的な援助をもらっていないと大半が回
答していた。ただ、現在の生活において、経済的なこと、子どもとの関わりなど子育てのことな
ど問題であると回答している人が多くいた。 
今回の聞き取りの中で、子どもとの時間やかかわりなどについて不安や不足感をもつものはい
なかった。また、シングルマザーであることの子どもへの罪悪感に関する発言はみられず、「家
庭の形」と「子どもの育ち」は関連させていなかった。 
 
（３）10 代出産シングルマザーの支援の状況（日本・アメリカ） 
日本において、10 代出産母子世帯に対して一般世帯と同様にその支援の対象となる状況であれ
ば、子育て支援、ひとり親への支援、貧困世帯としての支援、特定妊婦としての母子保健分野で
の支援が受けられる。支援者のインタビューでは、10 代出産のシングルマザーの抱えている問
題は、様々な課題が混在していて部分的に対処しても解決できる状況ではないことが多くある
ため、実際の支援を行うには、ソーシャルワーク的な関わりと多様な分野の連携が不可欠である
ということであった。 
アメリカにおいて、シングルマザーであることではなく、10 代出産に対して、社会の課題や支
援の対象という認識が見られた。若年出産をした女性に対して貧困世帯を対象としたフードバ
ンク等公的な福祉的な支援を中心に、教育・就労・住居・子育ての支援が公民間の支援にみられ
た。特に、高校の卒業するための支援は多数見られた。妊娠した時に転入し妊娠・出産・育児の
支援を受けられる高校、子育て中に母親が預けやすい保育園の取り組み、10 代ママたちの高校
卒業の意欲を支援するサポートなど充実していた。高校卒業することが、将来の生活に影響する
という考えが浸透していると考えられる。また、公的な支援を受けるにあたっては教育及び就労
が条件になることが影響しているということも背景にある。支援者のインタビューでは、10 代
出産のシングルマザーへの支援には、3か月や半年など短い期間における明確な目標を持つこと
を重視していた。 
 
（４）日米 10 代出産シングルマザーの状況の比較をとおして 
以上のことから、10 代出産母子世帯には、出産時から衣食住をはじめてとした生活への支援、
妊娠期でも教育を継続できたり、出産後も自分の希望するキャリアを積んでいくための機会を
設けたりする将来の自立していくための教育や職業支援、子どもの頃から抱えている課題が引
き続いている状況が見られることから原家族への関係を理解した上での支援などが必要と考え
られる。そのうえ、10 代出産母子世帯に生まれた子ども自身に対する支援にも目を向けていく
必要がある。 
また、日本において、シングルマザーであったり 10 代で出産したりすることへの「子どもへの
申し訳なさ」をもつ風潮があることや、母親役割が優先されるという考え方が、10 代出産シン
グルマザーが自分の目標を持つことを阻んでいるようにも考えられる。出産していない 10 代女
性と同じように 10 代出産シングルマザーも自分の人生の目標を持つことや目標を持てるように
支援する必要があると考える。 
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